
Ⅰ 能力開発研究センターの概要

１１．．設設立立のの目目的的とと沿沿革革

� 目 的

産業構造の変化や技術革新が進む中で、さらなる職業能力の向上を目指した人材育成の推進が求めら

れているところである。特に、若年者の総合的な雇用・能力開発対策の推進および変化に対応できる職

業能力開発システムの構築が急務となっている。このような社会情勢に応えるために「職業能力開発総

合大学校能力開発研究センター」は、職業能力開発に関する高度化・多様化に対応した訓練コース、訓

練技法、教材等の開発および調査・研究を体系的に行い、これにより蓄積された成果を研究誌や報告書

等に取りまとめるとともに研究発表会等を開催して普及させることおよび各種職業能力開発に関する情

報を電子情報としても公開し、全国の公共職業訓練施設等に発信することを目的としている。

� 沿革の概要

職業訓練に関する制度、訓練対象者、訓練内容および方法、訓練評価等についての調査研究は、雇用

促進事業団の中央職業訓練所（昭和36年に設立、昭和40年に職業訓練大学校（以下「訓大」という。））

の調査研究部において実施されていた。一方、雇用促進事業団は昭和44年、本部の職業訓練部に教材課

を設置して、それまで労働省で行っていた職業訓練用教科書および教材作成の業務を引き継いだ。

昭和50年初期になって労働省および雇用促進事業団では職業訓練に関する新たな調査、研究等を行う

研究所創設について検討が加えられ、昭和53年、訓大調査研究部と雇用促進事業団本部の教材課を統合

発展させる形で、訓大の附置機関として職業訓練研究センター（以下「訓研センター」という。）が設

置された。平成元年５月から７月にかけて、訓研センター再編整備検討委員会の行ってきた研究・教材・

研修の３テーマを中心とする今後のあり方および訓大と訓研センター間の整備すべき点を総合的見地か

ら検討した結果、訓研センターの開発研究部門と訓大の再訓練部（研修課・通信訓練課）を統合再編し

て、職業訓練研修研究センターが発足した。平成５年４月、職業能力開発促進法の改正がなされ、訓大

は職業能力開発大学校（以下「能開大」という。）に、職業訓練研修研究センターは研修研究センター

に改称された。

平成11年４月、職業能力開発促進法の改正に伴い、能開大は全国の職業能力開発施設の中核施設とし

て、かつ、同年以降全国10箇所に新設された職業能力開発大学校のモデルとなる先導的高度職業訓練も

実施する総合的な施設として、職業能力開発総合大学校（以下「能開総合大」という。）に改称された。

同時に研修研究センターは開発研究部と研修部門および通信訓練部門を分離させる再編整備が行われ、

企画調整部および開発研究部の２部の構成をもって新たに能力開発研究センターとして発足した。

平成11年９月30日に雇用促進事業団が廃止され、同年10月１日雇用・能力開発機構法に基づき能開総

合大は雇用・能力開発機構が継承した。さらに平成16年２月29日に雇用・能力開発機構が廃止され、同

年３月１日独立行政法人雇用・能力開発機構法に基づき能開総合大は独立行政法人雇用・能力開発機構

が継承した。これにより、本センターは職業能力開発に関するさらに質の高い調査研究および当該情報

の発信を目指していくこととされた。
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２２．．組組織織及及びび業業務務のの概概要要

企 画 調 整 室

企 画 調 整 部 普 及 促 進 室

職業訓練教材整備室

能 力 開 発 研 究

セ ン タ ー 所 長 高 度 訓 練 研 究 室

在職者訓練研究室

開 発 研 究 部 教 材 研 究 室

訓 練 技 法 研 究 室

調 査 研 究 室

（沿革）

昭和36年４月23日 中央職業訓練所設置（東京都小平市）、調査研究部発足

昭和40年２月１日 職業訓練大学校調査研究部に改称

昭和44年７月１日 雇用促進事業団職業訓練部に教材課設置

昭和48年10月８日 職業訓練大学校、神奈川県相模原市に移転

昭和53年４月４日 職業訓練研究センター発足（調査研究部および教材課を統合）

昭和53年８月１日 職業訓練研究センター新庁舎（相模原市）完成

平成元年５月28日 研修研究管理部・研修課程部・開発研究部の３部を設置

平成元年７月７日 職業訓練研修研究センターに改称

（職業訓練研究センターと職業訓練大学校再訓練部統合再編）

平成５年４月１日 職業能力開発促進法の改正に伴い、職業訓練大学校は「職業能力開発大学校」

に、職業訓練研修研究センターは「研修研究センター」に改称

平成11年４月１日 職業能力開発促進法の改正に伴い、職業能力開発大学校は「職業能力開発総

合大学校」に、研修研究センターは「能力開発研究センター」に改称

平成11年９月30日 雇用促進事業団廃止

平成11年10月１日 雇用・能力開発機構法に基づき、職業能力開発総合大学校は雇用･能力開発

機構が継承

平成16年２月29日 雇用・能力開発機構廃止

平成16年３月１日 独立行政法人雇用・能力開発機構法（平成14年12月13日法律第170号）に基

づき、職業能力開発総合大学校は独立行政法人雇用･能力開発機構が継承

� 組 織
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� 業務の概要

ア．企画調整部

企画調整部には３室があり、次のような活動を行った。

①企画調整室では、研究テーマおよび事業の企画調整を行うとともに、キャリア・コンサルタント

養成講座のテキスト開発および応用課程修了生の個人認定に係る業務を行った。

②普及促進室では、能力開発研究センターの調査、研究、開発成果を全国の職業能力開発施設をは

じめ関係機関等に対して広報・普及するとともに「第14回職業能力開発研究発表講演会」を開催

した。また、次の定期刊行物の編集・発行を行った。

・「技能と技術」：職業能力開発担当者の業務を充実発展させるための技術情報誌

・「職業能力開発報文誌」：雇用・能力開発機構職員の職業能力開発研究誌

・「職業能力開発研究」：能開総合大教職員の職業能力開発に関する総合的研究論文誌

③職業訓練教材整備室では、職業訓練指導員向けの職業能力開発に係る情報発信システム「職業能

力開発ステーション・サポートシステム（http://www.tetras.uitec.ehdo.go.jp/）」（愛称：テト

ラス）を運用し、情報提供を行なった。上記システムへのアクセス件数は12,995,910件（H18.4

～H19.3（12ケ月間））である。また、当室では職業訓練教材コンクールの審査業務も行った。

平成18年度アクセス件数

イ．開発研究部

開発研究部には５研究室があり、次のような活動を行った。

①高度訓練研究室では、大学校のカリキュラム等について、調査・分析及び見直しを行った。高度

実践技術者を養成している職業能力開発大学校の応用課程における、応用課程モデル教材の開発

と訓練効果の研究、公共職業訓練における訓練効果の評価に係る調査・研究及び発達障害者に対

する効果的な職業訓練の在り方に関する調査・研究を行い報告書として取りまとめた。また、職

業能力開発大学校において高度実践技術者を養成するための応用課程の教材として、応用短期課

程用モデル教材「振動実験及び振動解析を活用した機械設計技術指導書」（CD-ROM添付）を開

発した。

②在職者訓練研究室では、段階的・体系的な人材育成を支援する生涯職業能力開発体系の検証・拡

充を行った。また、OFF-JTが有効な在職者訓練コースについてカリキュラムモデルを作成・検

討するとともに、OJTを中心とした企業の教育訓練を担当する者を育成するための訓練プログラ

ムについて調査・研究を行った。

③教材研究室では、職業能力開発促進法に基づき開発した普通職業訓練用教科書について技術動向

や関係する基準等の改正にあわせて見直しを行い、厚生労働省へ改定申請をし、認定を受けた。

また、今年度より同法で定める職業訓練基準の見直しに係る基礎研究として「電気・電子分野」

について、学識経験者及び関係者等による研究会を開催して報告書を作成した。さらに、教育訓

練現場での教材作成等に係る知的財産権について引き続き調査研究を行い、Ｑ＆Ａ集の見直しと

普及版小冊子を作成した。

④訓練技法研究室では、離職者訓練カリキュラム等についての調査・分析及び見直しを行うととも
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システムの名称 アクセス件数

職業能力開発ステーション・サポートシステム

（http://www.tetras.uitec.ehdo.go.jp/））
12,955,910



に、システム･ユニット訓練テキストの改訂、新規作成を行った。また、建設分野の職業能力開

発ニーズの把握とカリキュラムモデルの構築、障害者職業能力開発指導者研修プログラムの開発

（研修プログラム及び研修テキストの作成）、日本版デュアルシステムによる職業訓練修了後の評

価項目例の充実を行った。

⑤調査研究室では、受講者の能力と個々の訓練ニーズ等に適合することを容易にする訓練システム

の研究として、特に離職者を対象とした効果・効率的訓練システムの提言と検証実施による事例

報告を行った。さらに、総合的ものづくり人材教育訓練コースに係る教材開発では、引き続き新

たな訓練コースの試行を通して得られた成果をもとに教材開発を行った。

以上、開発研究部のそれぞれの研究成果は、調査研究報告書、調査研究資料、教材情報資料など

に取りまとめている。
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